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２．コンプレッサの分類 

 

（１）圧縮比による分類 

空気圧縮機・送風機は圧縮比（吐出側の圧力と吸込み側の圧力との比）によって、次の

ように分けられます。 

 

① 通風機（ファン）：圧縮比 1.1未満まで昇圧する送風機 

② 送風機（ブロア）：圧縮比 1.1以上 2.0未満まで昇圧する送風機 

③ コンプレッサ  ：圧縮比 2.0以上まで昇圧する圧縮機 

 

（２）圧縮方法による分類  

圧縮方法による分類としては、気体中で羽根車を回転させて圧力を高めるターボ形と、

密封された気体の容積を圧縮し圧力を得る容積形に二種類があり、その機構により次の

ような形式に分類されます。 

 

  

 

（３）構造上から見た分類  

①用途による分類 定置式 ／ 可搬式 

②原動機による分類 エンジン ／ 電動機（モーター） 

③駆動方式による分類 ベルト掛け ／ 直結式 ／ 増速装置付 

④圧縮段数による分類 一段圧縮 ／ 二段圧縮 ／ 多段圧縮 

⑤冷却方式による分類 水冷 ／ 空冷 ／ 油冷 

 

各種分類

送風機

通風機（ファン）

送風機（ブロア）

圧縮機（コンプレッサ）
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  構造 原理 

レシプロ形 

  

エンジンと同様、シリンダ内を往復するピストンによって、シ

リンダ内に空気を吸込み圧縮します。 

圧縮された空気は吐出弁を通って吐出します。 

ベーン・ロータリ形 

  

シリンダ内に偏心してロータを設けます。 

ロータにはフェノール樹脂で作られたベーンの入る 8箇所

の溝が切ってあり、ベーンが組込まれています。 

ロータの回転によりベーンは遠心力により飛び出し、シリン

ダ壁を摺動して、シリンダとの間に圧縮室をつくり、容積を

変化させながら、空気を吸込・圧縮・吐出します。 

スクリュー形 

  

密閉されたケーシング内に雌雄一対のねじれたロータが

かみ合っています。 

ロータが回転すると、ロータの一端から歯型空間に吸込ま

れた空気は、回転につれてその体積を減少しつつ他端の

吐出口に送られ、規定圧力まで圧縮されます。 

その際、ロータ同士及びロータとケーシングは無接触で回

転しています。 

Zスクリュー形 

  

シングルスクリュー（Zスクリュー）は回転する一本の金属

スクリューの溝とケーシングの間の空気を樹脂ゲートロー

ラー２枚でさえぎり圧縮します。 


